
第8回全国合同インタラクティブマッチング

全国ネットワーク

学生向けガイダンス

１．D‐DRIVE全国ネットワークの紹介
２．全国合同IMの趣旨・概要・実績
３．第８回全国インタラクティブマッチングの概要と流れ
４. 学生アピールシートのご案内
５．連絡先

主催：大阪大学

数理・データ科学教育研究センター



【D-DRIVE】データ関連人材育成プログラム全国ネットワーク

文部科学省データ関連人材育成プログラム

（D-DRIVE）は、大学、企業等がコンソーシアム

を形成し、博士課程学生・博士号取得者等の高

度人材に対して、データサイエンス等のスキルを

習得させる研修プログラムを開発・実施し、キャ

リア開発の支援を実施することにより、高度デー

タ関連人材を育成し、社会の多様な場での活躍

を促進することを目的としています。

令和元年度に設置された幹事機関・協働機関・

代表機関による全国ネットワーク協議会は、その

強みを活かしてオープンな議論と人材交流のた

めの機会を提供することで、特定の企業・業界と

個別大学の取り組みを超えた無数の産学協同

の可能性の喚起とデータサイエンスとの掛け算

ができる博士人材の全国的な育成、そして産業

の活性化に資することを目指しています。
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代表機関 コンソーシアム プログラム概要・科目

北海道大学

東京医科歯科大学

早稲田大学

電気通信大学

東京大学大学院

大阪大学

D-DRIVE全国ネットワーク コンソーシアムプログラム概要

参画機関等

次世代スマートインフラ
管理 人材育成
コンソーシアム

高度データ関連
人材育成プログラム

データ関連人材育成
関西地区コンソーシアム

新領域創成科学研究科

神戸大学 和歌山大学
大阪府立大学 滋賀大学
大阪市立大学
奈良先端大学院大学
京都大学

東北大学、慶應義塾大学
東京理科大学

データ関連技術を高度に駆使しデータサイエンスとの掛け算ができる人材の発掘・育成・活躍促進を一貫して行うことを目的。
A:データサイエンス基礎コース：ビジネス創出や社会問題解決において、課題設定、 全体俯瞰力 、データ収集・統合力、

データ分析、データ解釈の能力を身につける座学講義。
B:データサイエンス実践コース：オープンデータ・企業が公開するデータを活用した問題解決型（実践型）Project Based Learning、

インターンシップ、共同研究型研修（実 習）プログラム
C:医療データ基礎実践コース：医師・医療従事者が持つ医療データを分析・解析・解釈し、医療スキル向上や学会発表に繋げる短期集中型研修

医療データの収集・統合・分析・解釈の知識・スキルに関するe-Learningと実医療への適用についての座学・ケーススタディなどの研修実施

東京大学大学院情報学環

生命データサイエンス人材育成教育プログラム

(DSTEP：Data Scientist Training/Education Program)

入門編（導入編）：データサイエンス入門、データサイエンスのための基礎数学、Linux入門、プログラミング入門
基礎編：データサイエンス基礎Ⅰ、データサイエンス基礎Ⅱ、ゲノム医科学基礎、マネジメント特論、知的財産特論、生命倫理

プログラミング実習Ⅰ（R）、Ⅱ（Python）、医療統計解析実習（基礎編）、SQL入門。可視化＆GUI実装実習、深層学習の基礎技術
テキストマイニング、Rによるデータ前処理実習、他

応用編：ゲノム統計学概論、疾患データ科学特論、モバイルヘルス特論、AI創薬特論、システム医学概論、疾患データ科学特論、オミックス解析
統計モデリング、ネットワーク解析、ブロックチェーン入門、GWAS解析、医療統計解析実習、人工知能・機械学習概論、他

実践編：研修（企業人材コース・博士人材コース対象） 企業インターンシップ（博士人材コース対象） ワークショップ（共通）

ゲノム等の大規模生物データについて、高度な基礎科学力を有し、社会ニーズに直結するデータ解析能力を有する人材の発掘・育成を目的とした博士課程３年
間の教育プログラム

１．バイオ機能情報解析学 国内随一の研究者を講師として招き、最先端のゲノム医科学研究について議論を行う。
２．創薬データサイエンス概論 大規模計測機器の測定原理を理解する。
３．バイオデータプログラミング演習Ⅰ 研究に必要な高度なプログラミングを将来的に独学できるような「基礎体力」を養う。
４．バイオデータプログラミング演習Ⅱ 先駆的に開発され試用が開始されている情報解析ツール群を用い、その利用法について習熟する。
５．創薬データサイエンス演習 企業へのインターン、若手研究会への参加、医療機関における医療現場のデータ処理を実地に体験する。
６．ドラッグデザイン特論 バイオインフォマティクスとケモインフォマティクスによる創薬研究の目的・原理・現状を理解することを目標とする。

【協働機関】

【幹事機関】
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津田塾大学、麻布大学、
芝浦工業大学、
東京農工大学、
青山学院大学

お茶の水女子大学
上智大学
湘南工科大学

「高度な専門性」×「データ科学」を兼ね備えた博士人材の育成を目的

様々な専門・バックボーンを持つ博士学生に対し、オンデマンドコンテンツをはじめ、自身の専門分野の研究やキャリアデザインにデータサイエンスを活用するため
の教育プログラムの提供や学生支援を実施
基礎研修プログラム：
【基礎研修科目】 統計シリーズ、データ科学シリーズ、数学・ICTシリーズ
【セミナー】ハンズオンセミナー：アンケート分析、因子分析、自然言語処理、画像処理 データ科学入門フォローアップセミナー等
実践研修プログラム：データサイエンスコンペティション、データ科学インターンシップ、オンライン研究発表会、海外実践研修プログラム、データ科学シンポジウム

本事業のプログラムは、以下２つの人材育成プログラムにより構成する。
１．共同研究型データ関連PBLプログラム ２．実践的デザイン力養成プログラム

１．共同研究型データ関連PBLプログラム
・産学連携型PBLへの参加に必須となる「秘密情報や発明・知的財産の扱いについての知識を養成する研修」
・本事業が育成を目指す人材像に必須となるソフトスキルを養成する研修

２．実践的デザイン力養成プログラム
・実際の企業における課題に取り組み、問題の所在の明確化から解決方策のデザインまでを主導的に実施する。

医療・創薬データサイエ
ンスコンソーシアム

データアントレプレナー
コンソーシアム

データサイエンティスト素養 と ビジネス開拓マインド を身に付け実践的課題解決を体感し、社会が求める新たなビジネスの創出できるデータサイエンスのトップレベ
ル人材 『データアントレプレナー』 を育成
基礎学習：確率論・統計学、コンピュータサイエンス特論、プログラミング言語特論
対面学習：データアントレプレナー実践論、データサイエンティスト特論
実践学習：インターンシップ、共同研究
補 講：データサイエンス基礎講座、EDA（探索的データ分析）とデータサイエンス基礎、 Pythonによるデータ集計100本ノック、

回帰モデル作成、判別モデル作成、因果推論

http://md‐dsc.com/

https://duex.jp/

https://de.uec.ac.jp/

https://www.waseda.jp/inst/
cds/education/d‐data

http://www.cbms.k.u‐tokyo.ac.jp/curriculum/dstep.html

https://www.mdsc.hokudai.ac.jp/



• アメリエフ

• 大阪大学データビリティフロンティア
機構

• カウネット

• 関西電力・K4Digital

• クオルテック

• ケンブリッジコンサルタンツ

• 国立情報学研究所

• 小林製薬

• 統計数理研究所

• プロアシスト

• MathWorksJapan

• 三菱UFJ銀行

• りそな銀行

• 北海道大学1名

• 東京大学3名

• 早稲田大学2名

• 東京理科大学3名

• 京都大学1名

• 大阪大学4名

• 神戸大学2名

• 大阪府立大学2名

• 和歌山大学2名

企業：13社

学生：20名

• アメリエフ

• ㈱アルトナー

• 医学生物学研究所

• H.U.グループホールディングス

• 大阪ガス

• 大林組

• 金融エンジニアリング・グループ

• コニカミノルタ

• 小林製薬

• GA technologies

• ジョンソン・エンド・ジョンソン

• 大日本住友製薬㈱

• タブチ

• 電通国際情報サービス

• 東亜建設工業

• 中西金属工業

• 日立システムズ

• ビッツ

• みずほ第一フィナンシャルテクノロ
ジー

• ヤマトプロテック

• りそな銀行

• 北海道大学1名

• 東京大学14名

• 早稲田大学3名

• 京都大学1名

• 大阪大学1名

企業：21社

学生：20名
オブザーバー

2名

• ㈱アルトナー

• 京セラ㈱

• ㈱サイバーリンクス

• コニカミノルタ㈱、

• 中外製薬㈱、

• パナソニック㈱

• 堺化学工業㈱

• ㈱りそな銀行

• ㈱電通国際情報サービス

• 統計数理研究所

• 産業技術総合研究所

• マツダ㈱

• 中西金属工業㈱

• ㈱金融エンジニアリング・グ
ループ

• ケンブリッジコンサルタンツ

• 大日本住友製薬㈱

• 住友電気工業㈱

• 応用技術㈱

• 関西電力㈱/K4Digital㈱

• 理化学研究所（革新知能統
合研究センター）

• 総務省統計局(独)統計センター

• 日本気象協会

• 和歌山県データ利活用推進センター

• ダイヤ高齢社会研究財団

• ㈱電通（データ・テクノロジーセンター）

・南海電気鉄道㈱
・㈱三井住友銀行

・ジョンソン・エンド・ジョンソン

日本法人グループ

• 北海道大学１名 (生命科学）

• 早稲田大学２名

(応用科学1、生命医科学１)

• 東京大学９名

(メディカル情報生命６、環境シス

テム２、物質系３、人間環境学１)

• 大阪大学９名

(経済学３、薬学1、工学２、

基礎工２、生命機能研究１)

• 和歌山大学１名 (システム工学)

• 大阪府立大学２名 (電気・情報系２)

• 神戸大学５名（経済学１、保健学１

システム情報学１、理学1、医学１）

• 大阪市立大学１名（医学）

• 奈良先端科学技術大学院大学１名
（データサイエンスプログラム）

企業：20社

学生：31名

オブザーバー：
8社・機関

企業ブースでのマッチング会↓

↓学生によるポスター発表

学生プレゼンのフォーマットを全員
統一しました↓

【D-DRIVE】全国ネットワーク 全国合同インタラクティブマッチング
第1回～第3回
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オンサイト（グランフロント大阪）

2019/12/14

第1回
オンライン（東京大学）

2020/9/19

第2回

オンライン（大阪大学数理・データ科学教育研究センター）

2021/1/30

第３回



【D-DRIVE】全国ネットワーク 全国合同インタラクティブマッチング
第4回・5回

・北海道大学 ３名

・早稲田大学 ３名

・東京大学 ９名

・大阪大学 １７名

・大阪市立大学 １名

・和歌山大学 ４名

・大阪府立大学 ６名

・滋賀大学 １名

・神戸大学 ３名

・奈良先端科学技術大学院大学 １名

・ダイキン工業テクノロジーイノベーションセンター
・システム科学研究所
・和歌山県データ利活用センター
・滋賀県庁
・株式会社オデッセイコミュニケーションズ
・積水化学工業株式会社

【企業・研究機関】 24社 【学生】 ４８名

【オブザーバー】 6社・機関

・株式会社アルトナー

・大日本住友製薬株式会社

・サラヤ株式会社

・京セラ株式会社

・株式会社日立システムズ

・ジョンソンエンドジョンソン日本法人グループ

・ケンブリッジコンサルタンツ株式会社

・パナソニック株式会社

・中外製薬株式会社

・ヤフー株式会社

・株式会社ⅠＨⅠ

・日本ピラー工業株式会社

・株式会社エクサウィザーズ

・株式会社プロアシスト

・株式会社りそな銀行

・マツダ株式会社

・中西金属工業株式会社

・シスメックス株式会社

・コニカミノルタ株式会社

・株式会社ハイシンク創研

・関西電力㈱／K4Digital㈱

・株式会社金融エンジニアリング・グループ

・東洋紡株式会社

・応用技術株式会社
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プログラム 参加者 ：第1部：111名 第2部：133名

第２部

第１部 【インターンシップ報告会】
企業４社、学生６名

【インタラクティブ・マッチング｝

【企業プレゼンテーション】

【学生プレゼンテーション】

オンライン（大阪大学数理・データ科学教育研究センター）

2021/6/26（土）

第4回 第5回
対面／オンライン同時 対面会場： 日本橋ライフサイエンスハブ オンライン会場： WEB会議システム「Zoom」

2021.12.18（土）

【学生】 37名【企業・研究機関】 22社
大阪大学 7名

大阪府立大学 1名

大阪市立大学 1名

神戸大学 2名

和歌山大学 3名

奈良先端科学技術大学院大学 3名

北海道大学 1名

早稲田大学 2名

慶應義塾大学 1名

東京大学 16名

【対面会場参加】

・株式会社セラピア

・中外製薬株式会社

・フリューダイム株式会社

・Craif株式会社

・H.U.グループHD

・住友重機械工業株式会社

・株式会社豊田中央研究所

・丸紅株式会社

・NTT西日本株式会社

・株式会社データフォーシーズ

・株式会社emotive core 

・千葉県がんセンター

【オンライン会場参加】

・大塚製薬株式会社

・大日本住友製薬株式会社

・日本新薬株式会社

・ヒューマン・メタボローム・テクノロジーズ株

式会社

・京セラ株式会社

・日本ピラー工業株式会社

・パナソニック株式会社

・マツダ株式会社

・株式会社金融エンジニアリング・グループ

・一般社団法人 社会デザイン協会

イベント内容
・学生プレゼンテーション/1人１分でアピールシートを発表
・企業プレゼンテーション/1社8分で企業紹介・インターン

制度説明
・業種別意見交換会/3会場に分かれ企業担当者によるフ

リートーク
・インタラクティブ・マッチング/学生が企業ブース/Roomを

自由に訪問



【D-DRIVE】全国ネットワーク 全国合同インタラクティブマッチング
第6回・7回

北海道大学 ３名

早稲田大学 １名

東京大学 ７名

大阪大学 １１名

滋賀大学 ６名

和歌山大学 ６名

大阪公立大学 １名

奈良先端科学技術大学院大学 １名

放送大学 1名

・後援 ： （一社）データサイエンティスト協会
・協力 ： （一社）ライフサイエンス・イノベーション・ネットワーク・
ジャパン

【企業・研究機関】 25社 【学生】 36名

【後援・協力】

・一般社団法人社会デザイン協会

・ジョンソンエンドジョンソン日本法人グループ

・フレンズ株式会社

・株式会社日立システムズ

・パナソニックグループ

・日本新薬株式会社

・株式会社豊田中央研究所

・京セラ株式会社

・日東電工株式会社

・小林製薬株式会社

・株式会社エクサウィザーズ

・サラヤ株式会社

・南海電気鉄道株式会社

・関西電力株式会社／K4Digital株式会社

・コニカミノルタ株式会社

・TIS株式会社

・アポロ株式会社

・セイコーエプソン株式会社

・株式会社フツパー

・大塚製薬株式会社

・株式会社Michele

・住友理工株式会社

・株式会社りそなホールディングス

・エピストラ株式会社

・株式会社プロアシスト

3/3

プログラム 参加者 ：第1部：88名 第2部：115名以上
第１部 インターンシップ報告会

講演会
第２部 学生プレゼンテーション

企業プレゼンテーション
企業・学生懇談会

第３部 インタラクティブマッチング

オンライン（大阪大学数理・データ科学教育研究センター）

2022/6/11（土）

第6回 第7回
オンライン面談会場： WEB会議システム「Zoom」 対面交流会会場：東京ミッドタウン八重洲（オンライン同時開催）

面談2022.12.5（月）～12.9（金）/交流会12.10（土）

【学生】 21名【企業・研究機関】 13社
東京大学 12名

早稲田大学 3名

大阪大学 4名

滋賀大学 2名

【面談参加】（１３社）

・住友電気工業株式会社

・フレンズ株式会社

・中外製薬株式会社

・関西電力株式会社

・株式会社アルトナー

・日揮ホールディングス株式会社

・H.U.グループホールディングス株式会社

・株式会社豊田中央研究所

・住友ファーマ株式会社

・旭化成株式会社

・株式会社GA technologies

・京セラ株式会社

・株式会社フツパー

【対面交流会参加】（９社）

・住友電気工業株式会社

・フレンズ株式会社

・中外製薬株式会社

・関西電力株式会社

・株式会社アルトナー

・日揮ホールディングス株式会社

・H.U.グループホールディングス株式会社

・株式会社豊田中央研究所

・住友ファーマ株式会社

イベント内容
・12/5～12/9企業と学生の面談（６５件）
・12/10対面交流会開催（対面10名とオンライン4名）

プログラム ：
1.開会式
2.自由交流
3.業種別意見交換会（自由交流）
4.業種別意見懇談会（自由交流）
5. 閉会式

【オブザーバー】
協和キリン株式会社



【開催目的】 博士課程学生・博士号取得者等の高度人材に対して、データサイエンス等のスキルの習得、
実践育成により、キャリア開発を図り、社会の多様な場での活躍を促進することを目的とする
活動の一貫であり、ひいては産業の活性化に資することを狙いとしています。
学生と企業の担当者が、個別交流によりインターンシップの調整を行います。

【 対象者 】

【開催概要】

【 対面交流会 】

全国ネットワーク代表機関/各コンソーシアム参画大学 所属
博士課程大学院生/修士課程大学院生/学士課程大学生、HRAM会員 等

第8回全国合同インタラクティブマッチング

下記３通りで参加いただけます。
①オンラインで企業と面談かつ対面交流会で企業と交流
6/13～6/23の間で、企業とオンラインで面談かつ6/24の対面交流会に参加する
（事務局が日時をセッティングします）
②オンラインで企業と面談(対面交流会の参加はしない）
③対面交流会に参加（オンライン個別面談はしない）

日 時・2023年6月24日（土）14：00～17：30 
会 場・大阪大学中之島センター10階佐治敬三メモリアルホール
開催内容・インターンシップ報告会 インタラクティブマッチング



企業

学生と面談日時決定報告

面談希望シート
６/９までに提出

HP公開

5/29企業様締切

6/2学生締切り

6/5

6/12
6/13

6/23

学生

アピールシート
6/2までに提出

専用HP
https://ddrive.info/

面談希望シート
６/９までに提出

事務局

企業資料PDF

企
業
情
報
公
開

学
生
情
報
公
開

ZOOM接続情報設定し
学生に通知

6/24（土）大阪大学中之島センター 対面交流会

日
程
調
整

オ
ン
ラ
イ
ン

個
別
面
談

個別面談実施
6/13-6/23



参加するメリット

＜個別⾯談＞
• アピールシートの提出と、⾯談希望シートの提出だけで、企業から個別⾯談の希望が来る場合もあ
り

＜対⾯交流会に参加＞
• オンライン⾯談した担当者と直接会ってさらに詳しく聞ける
• 本命企業ではないけれどちょっと話を聞くチャンスができる
• 学⽣同⼠で情報交換できる
• 新しくなった中之島センターを⾒れる
• 交通費も⽀給されます。（⼤阪⼤学規定による）



⾃⼰PR

所属 江戸幕府 D1

現在の研究テーマと実績 研究テーマ、実績を記入
写真・図などの掲載可

氏 名
所属

専攻

学年

データサイエンススキル

これまで履修した、または履修中のデータサイエンスに関連する科目を3つ程度ご記載ください

上図の(一社)データサイエンティスト協会が定める3つのスキルセットの中で

ご自身が強みだと考えるスキルをご記載ください

データエンジニアリング力

 ベイズ統計学入門
 人工知能・機械学習概論
 Pythonプログラミング

写真

例

例

スキルレベル
(４段階評価)

C

ビジネス力

データサイエンス力

データエンジニアリング力

B

写真を貼付

B

ご自身で考えるスキルレベルをご記載ください

A 独り立ちレベル（自律的に実践できる）
B 中級レベル（実践経験はあるが、サポートが必要）
C 初級レベル（学習半年以上で、実践経験なし）
D   入門レベル （学習半年未満）

ふりがな記入例



第8回全国合インタラクティブマッチング

全国ネットワーク

お問い合わせ

D-DRIVE ホームページ

本イベントホームページ

https://ddrive.jp/

https://ddrive.info/

mmds-ddrive@sigmath.es.osaka-u.ac.jp

大阪大学 数理・データ科学教育研究センター

D‐DRIVE事務局

・登録フォーム
・アッピールシート様式

申し込み締め切り：6月2日（金）

各コンソーシアム代表機関・参画機関以外の大学の学生の方は数理人材育成協会までご連絡ください
hram-jim@hram.or.jp


